
（２） ２０１７年５月１４日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №３７８

日本共産党千葉

県議団は４月１７

日、宇野裕議長に

たいして「議会運

営の改善について

の申し入れ」を行

いました。木名瀬

捷司副議長も同席

しました。

内容は、委員会などでの十分な審議時間の確保、議会運営にあ

たって少数会派を尊重すること、常任委員会のインターネット中

継など県民に開かれた議会とすること、の３項目です。なかでも

解決が求められているのは、常任委員会開会当日の県内視察で

す。この間、常任委員会を行うその日に委員会としての県内視察

を組むことが増えてきています。その結果、出発予定時間までに

審議を終わらせることになるため、十分な審議時間が確保できな

くなっています。県内視察も調査の一環として重要ですが、委員

会の審議時間を確保したうえで、別の日に実施するなどの措置が

求められています。

また、千葉県議会では傍聴に関して、乳幼児を連れた傍聴を禁

止する規定や、健康上必要な水分補給も禁止しているため、改善

を求める声が寄せられていました。申し入れでは、こうした内容

についても改善を求めました。

幕
張
新
都
心
を
走
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
京
葉
線

の
「
新
習
志
野
駅
」
と
「
海
浜
幕
張
駅
」
の

間
に
新
駅
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
に
公
表
さ
れ
た

調
査
結
果
で
は
、
「
駅
舎
建
設
費
」
約
１
３

０
億
円
、
「
自
由
通
路
設
置
費
」
約
５
０
億

円
で
、
工
期
は
駅
舎
が
約
６
年
、
自
由
通
路

が
約
７
年
と
さ
れ
ま
し
た
。

莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、
工
期
も
長
期
に

わ
た
る
の
は
、
設
置
予
定
場
所
の
線
路
が
上

り
と
下
り
で
段
違
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と

と
、
隣
り
に
広
が
る
操
車
場
を
渡
る
た
め
の

自
由
通
路
が
１
５
０
ｍ
と
き
わ
め
て
長
く
な

る
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

焦
点
は
、
１
８
０
億
円
も
か
け
て
本
当
に

造
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
造
る
と
し
た
ら
誰

が
負
担
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
駅
設
置
は
住
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
来
、
負
担
す
る
べ

き
Ｊ
Ｒ
が
建
設
費
を
出
そ
う
と
し
て
い
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
公
金
投
入
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

調
査
に
よ
れ
ば
、
降
車
の
ピ
ー
ク
は
午
後

２
時
か
ら
３
時
、
乗
車
の
ピ
ー
ク
は
午
後
４

時
か
ら
５
時
と
さ
れ
て
お
り
、
買
い
物
客
が

多
く
を
占
め
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
駅
設
置
で
も
っ
と
も
恩
恵
を
受
け
る

の
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
筆
頭
に
し
た
周
辺
の

企
業
群
で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
建

設
費
を
出
す
べ
き
で
す
。

一
方
、
自
由
通
路
の
住
民
の
利
用
は
あ
ま

り
見
込
め
ず
、
建
設
そ
の
も
の
に
疑
義
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
へ
の
公
金
投
入
は

県
民
の
納
得
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

５
月
１
日
、
船
橋
地
区
統
一
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
で

は
「
働
く
も
の
の
団
結
で
生
活
と
権

利
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、
中

立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
と
の
メ
ー

デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
宣

言
を
参
加
者
の
拍
手
で

採
択
。
そ
の
後
、
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
と
も

に
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
か
ら
船

橋
市
議
団
と
と
も
に
丸

山
慎
一
県
議
が
あ
い
さ

つ
。
「
戦
争
を
す
る
国

づ
く
り
」
や
「
月
に
１

０
０
時
間
近
い
残
業
容

認
」
な
ど
安
倍
政
権
の
暴
走
が
加
速
す
る
な
か
、

市
民
と
野
党
の
共
同
が
広
が
り
、
千
葉
県
で
も
各

地
で
市
民
連
合
が
結
成
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を

紹
介
。
「
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
広
げ
、
政
治
を
前

に
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。。

４月２８日、

聴覚に障害のあ

る子どもたちが

通う県立千葉ろ

う学校（千葉市

緑区鎌取町）を

視察しました。

開校は昭和６

年 （ １ ９ ３ １

年）３月２８日で８６年の歴史があります。校舎には、聞こえづ

らい子どもたちのために、集会スペースに「磁気ループ」（補聴

器に直接音声を送り込んで聞きやすくする装置）が設置されてお

り、廊下には電光掲示板も備えられています。

一方で、緊急通報装置が教室にしかなかったり、外壁の老朽化

で雨漏りがしていたりと直さなければならないところもありまし

た。

生徒は、幼稚部（９学級３７人）、小学部（１５学級６１人）、

中学部（１０学級３７人）、高等部（１０学級４０人）、高等部専

攻科（２学級３人）、合計４６学級１７８人となっています。職員

数は９９人の教諭を始め１５１人です。（数字は昨年度）

実際に行われている授業も見学させていただき、子どもたちの

明るい笑顔や先生たちの真剣な取り組みにふれることができて、

貴重な機会となりました。

宇
野
議
長
（
右
か
ら
２
人
目
）
に
申
し
入

れ
を
す
る
日
本
共
産
党
県
議
団
。

＝
４
月
１
７
日
・
県
議
会
内

メ
ー
デ
ー
集
会
終
了
後
に
参
加
者
が
市
内

を
デ
モ
行
進
。＝

５
月
１
日
・
船
橋
市
本
町

県
立
千
葉
ろ
う
学
校
の
視
察
で
説
明
を
受

け
る
参
加
者
。＝

４
月
２
８
日
・
千
葉
市
内

船
橋
地
区
統
一
メ
ー
デ
ー
で
市
議
団
と
あ

い
さ
つ
す
る
丸
山
慎
一
県
議
（
中
央
）。

＝
５
月
１
日
・
天
沼
弁
天
公
園


